
 
 
 

第 13 回薬害根絶デー 

薬害根絶の声を霞ヶ関に届けました！ 

 

9 時から 京橋で民医連のつどい開催 

「薬害の歴史に学び民医連薬剤師に期待

すること」片平洌彦先生の講演。 

 全国から 100 名もの参加で大盛況 

薬害被害、起こる背景を知り許せない。

多くの人に伝えないと･･という声も。 

 
11 時 45 分から リレートーク 

 薬害被害者、支援者が厚労省に向かって

意見を述べました。参加者は 200 名余 

「厚労省のみなさん！誰の為に働いている

のですか」･･といつまで言わせるの！ 

13 時から根絶碑の前セレモニー 

 
14 時から ワークショップ（WS） 

10 の会場に分かれ、被害者の報告を

聞き、薬害について学習を深めました。 

薬害肝炎の WS では、被害者の方が

語りながら涙していました。からだに、

心に、そして人生に大きな傷を残して

いることを震える思いで感じました。 

16 時から 

「薬害根絶ライブ」 

 医療現場の取り組みを、

京都・埼玉民医連から発表。 

 薬害の教訓を学び、薬の

被害から患者を守るための

活動に勇気づけられました。 

 

 

 

18 時過ぎ 有楽町マリオン前で 70 名の参加者による街頭宣伝   

根絶デーの説明を印刷したうちわを配布。 

この時ばかりはうちわを受け取って欲しくて「蒸し 

暑いままでいて～！」と思ってしまいました。 

 

 

 

 

 

 

 

詳しい資料は、 

薬害根絶デー 書庫 http://www.gaiki.net/yakugai/ykd/index.html 
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